
 

- 1 - 

平成 20 年５月期  第１四半期財務・業績の概況 

平成 19 年 10 月 11 日 

上 場 会 社 名        Ｅ・Ｊホールディングス株式会社        上場取引所 東証二部 
コ ー ド 番 号         2153                                  URL  http://www.ej-hds.co.jp         
              
代  表  者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）小谷 裕司 
問合せ先責任者 （役職名）管理本部副本部長（氏名）浜野 正則 TEL(086)252－7520 
 

（百万円未満切捨て）  

１．平成 20 年５月期第１四半期の連結業績（平成 19 年６月１日 ～ 平成 19 年８月 31 日） 
(1) 連結経営成績                            （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期）純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20 年５月期第１四半期 1,672 ― △820 ― △788 ― △828 ―

19 年５月期第１四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

19 年５月期 ― ― ― ― ― ― ― ―

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円 銭 円 銭

20 年５月期第１四半期 △2,285 23 ― ―

19年５月期第１四半期 ― ― ― ―

19 年５月期 ― ― ― ―

 
(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

20 年５月期第１四半期 18,169 12,776 69.9 35,057 32

19 年５月期第１四半期 ― ― ― ― ―

19 年５月期 ― ― ― ― ―

 
 (注) 当社は、平成 19 年６月１日に株式会社エイトコンサルタントと日本技術開発株式会社の株式移

転による共同持株会社として設立されました。四半期財務・業績の概況につきましては当連結会計
年度より作成しておりますので、前年同期実績及び対前年同期増減率は記載しておりません。 

 
２．平成 20 年５月期の連結業績予想（平成 19 年６月１日 ～ 平成 20 年５月 31 日） 【参考】 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

中  間  期 4,300 ― △1,410 ― △1,360 ― △1,300 ― △3,585 04

通     期 18,200 ― 370 ― 460 ― 280 ― 772 30

 
３．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 
(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
当社は、平成 19 年６月１日に株式会社エイトコンサルタントと日本技術開発株式会社の株式移転

による共同持株会社として設立されましたので、「最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更
の有無」については記載しておりません。 
［（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．その他をご覧ください。］ 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
平成 20 年５月期の連結業績予想につきましては、平成 19 年７月 12 日に公表したものに変更はあり

ません。 
連結業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。

従いまして、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当社は、平成 19 年６月１日に株式会社エイトコンサルタントと日本技術開発株式会社の株式移転による

共同持株会社として設立されました。当連結グループは、工学的基盤技術に基づいた「環境」、「防災・保

全」、「行政支援」をコンセプトにしたマネジメント技術をコア・コンピタンスとし、地域レベルから地球

レベルまで、時代や社会が求める新しい事業に意欲的に取り組み、社会の進化と人類の豊かさへの願いを

背景に高度化・多様化するニーズに応えて、「わが国第一級のインフラ・ソリューションコンサルタントグ

ループ」を目指し、新たにスタートいたしました。 

 

建設コンサルタント業界は、国及び地方自治体の予算が継続的な縮減傾向にあり、依然として厳しい状

況で推移しました。 

このような事業環境のもと、当連結グループは地域密着の技術提案型営業活動及び海外事業活動を積極

的に推進し、受注額の確保、顧客評価の向上、営業基盤の強化に努め、5つの重点分野(環境・エネルギー

分野、自然災害リスク軽減分野、都市・地域再生分野、インフラマネジメント分野、情報・通信分野)並び

にプロポーザル型業務(技術提案型業務)による受注拡大を図ってまいりました。 

当連結グループの売上高は、受注の大半が官公需という特性により通常の営業の形態として、納期が期

末に集中する傾向にあります。その結果、当第１四半期での連結業績は、受注高 60 億 96 百万円、売上高

16 億 72 百万円となりました。一方、固定費や販売費及び一般管理費については月々ほぼ均等に発生する

ことから、利益面においては、営業損失８億 20 百万円、経常損失７億 88 百万円、四半期純損失８億 28 百

万円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期末における財政状態は、総資産 181 億 69 百万円、負債 53 億 92 百万円、純資産 127 億 76

百万円となり、自己資本比率は 69.9％となりました。 

 

３．その他 

会計処理の方法における簡便な方法の採用 

引当金の計上基準、法人税等の計上基準及びその他影響額が僅少なものにつきましては、一部簡便的

な方法を採用しております。 
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４．（要約）四半期連結財務諸表 

(1) （要約）四半期連結貸借対照表 
                                                                                              （単位：千円、％） 

前年同四半期末 

(平成 19 年５月期

第１四半期末) 

当四半期末 

(平成 20 年５月期

第１四半期末) 

増  減 （参考）前期末 

（平成 19 年５月期末）科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（資産の部）  

Ⅰ 流動資産  

 １ 現金及び預金 ― 4,377,107 ― ― ―

 ２ 受取手形及び完成業務未収入金 ― 667,649 ― ― ―

 ３ 有価証券 ― 193,430 ― ― ―

 ４ 未成業務支出金及び貯蔵品 ― 3,243,262 ― ― ―

 ５ 繰延税金資産 ― 210,936 ― ― ―

 ６ その他 ― 353,891 ― ― ―

 ７ 貸倒引当金 ― △3,498 ― ― ―

流動資産合計 ― 9,042,779 ― ― ―

Ⅱ 固定資産  

 １ 有形固定資産  

(1) 建物及び構築物 ― 1,597,678 ― ― ―

(2) 土地 ― 2,552,056 ― ― ―

(3) その他 ― 278,564 ― ― ―

    有形固定資産合計 ― 4,428,299 ― ― ―

 ２ 無形固定資産  

(1) のれん ― 341,167 ― ― ―

(2) その他 ― 167,858 ― ― ―

    無形固定資産合計 ― 509,025 ― ― ―

 ３ 投資その他の資産  

  (1) 投資有価証券 ― 1,918,062 ― ― ―

  (2) 長期固定化債権 ― 15,178 ― ― ―

  (3) 賃貸用不動産 ― 686,910 ― ― ―

  (4) 繰延税金資産 ― 115,936 ― ― ―

  (5) その他 ― 1,480,044 ― ― ―

  (6) 貸倒引当金 ― △27,133 ― ― ―

      投資その他の資産合計 ― 4,189,000 ― ― ―

固定資産合計 ― 9,126,324 ― ― ―

資産合計 ― 18,169,104 ― ― ―
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                                                                         （単位：千円、％） 

前年同四半期末 

(平成 19 年５月期

第１四半期末) 

当四半期末 

(平成 20 年５月期

第１四半期末) 

増  減 （参考）前期末 

（平成 19 年５月期末）科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（負債の部）  

Ⅰ 流動負債  

 １ 業務未払金 ― 187,596 ― ― ―

 ２ １年以内償還予定の社債 ― 25,000 ― ― ―

 ３ 未払法人税等 ― 28,492 ― ― ―

 ４ 未払事業所税 ― 4,988 ― ― ―

 ５ 未成業務受入金 ― 2,262,797 ― ― ―

 ６ 業務損失引当金 ― 83,682 ― ― ―

７ その他 ― 892,434 ― ― ―

流動負債合計 ― 3,484,992 ― ― ―

Ⅱ 固定負債  

 １ 繰延税金負債 ― 21,514 ― ― ―

 ２ 退職給付引当金 ― 1,483,802 ― ― ―

 ３ 負ののれん ― 242,345 ― ― ―

 ４ 長期未払金 ― 113,032 ― ― ―

 ５ 預り保証金 ― 46,789 ― ― ―

固定負債合計 ― 1,907,485 ― ― ―

負債合計 ― 5,392,478 ― ― ―

（純資産の部）  

Ⅰ 株主資本  

１ 資本金 ― 2,000,000 ― ― ―

 ２ 資本剰余金 ― 6,100,703 ― ― ―

 ３ 利益剰余金 ― 9,836,722 ― ― ―

 ４ 自己株式 ― △5,096,966 ― ― ―

株主資本合計 ― 12,840,459 ― ― ―

Ⅱ 評価・換算差額等  

    その他有価証券評価差額金 ― △132,585 ― ― ―

評価・換算差額等合計 ― △132,585 ― ― ―

Ⅲ 少数株主持分 ― 68,752 ― ― ―

純資産合計 ― 12,776,626 ― ― ―

負債、純資産合計 ― 18,169,104 ― ― ―
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(2) （要約）四半期連結損益計算書 

                                                                                          （単位：千円、％） 
前年同四半期 

平成 19 年５月期 

第１四半期 

当四半期 

平成 20 年５月期 

第１四半期 

増  減 （参考）前期 

（平成 19 年５月期）科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

Ⅰ 売上高 ― 1,672,605 ― ― ―

Ⅱ 売上原価 ― 1,346,306 ― ― ―

売上総利益 ― 326,299 ― ― ―

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ― 1,146,989 ― ― ―

営業利益 ― △820,689 ― ― ―

Ⅳ 営業外収益 ― 73,000 ― ― ―

Ⅴ 営業外費用 ― 41,230 ― ― ―

経常利益 ― △788,920 ― ― ―

Ⅵ 特別利益 ― 1,730 ― ― ―

Ⅶ 特別損失 ― 15,300 ― ― ―

税金等調整前四半期

（当期）純利益 ― △802,490 ― ― ―

法人税、住民税及び 
事業税 ― 16,772 ― ― ―

法人税等調整額 ― 12,836 ― ― ―

少数株主損失 ― △3,142 ― ― ―

四半期（当期）純利益 ― △828,956 ― ― ―

 


